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＜資料３＞ 床潭地区地形図及び当時の番地
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＜資料４＞ 床潭小学校開校80周年「八十路の歩み」より

旧床潭小学校

床潭小学校下校見取図（昭56）



（高畠キエ氏（大正１５年（昭和元）生まれ）の個別聞き取り調査による（2018年）

▮当日の家族構成と状況

高畠家は、当時、馬を使って運送業をしていた。馬を何頭も飼っていたが、津波で馬が
流され、昭和27、28年くらいに、トラックに切り替えた。

津波当日は、お父さん（ご主人）とおじいちゃんと若い従業員とが、馬に荷物を積ん
で、町に出ていた。おばあちゃんは、その朝、町へ用足しに出て家にはいなかった。家
には、私と娘、それとお父さんの妹の３人だけだった。

最初の地震が来たとき、自宅の家具類や廊下に積んでいた町に運ぶための米俵などがみ
んなひっくり返った。私は子供を負ぶって、片づけていた。そしたら、二回目の地震が
来た。すると、家の前のばあちゃんが「津波、来るぞー」か、「来たぞー」か、何かを
叫んだのが聞こえて、それで慌てて逃げた。

着の身着のままで逃げた。モンペのようなズボンをはいていた。ちょうど、子供を負
ぶって家の中を片づけていたからよかった。おばあちゃんも町の方に出ていたから、も
し、おばあちゃんが家にいたら流されていたかもしれない。私と妹と二人だったからよ
かったのかもしれない。

こっちの方（旧床潭小学校横）に、小さい橋が架かっているが、その橋を越えて、後ろ
を見たら、もう家がなかった。波がサァーっときた。私たちは、膝のあたりまで濡れた。
大した大きい波でもなかったけど、そのあと、大きいのが来たんだと思う。

よく助かった。私の後ろで、近所の家族が流されて亡くなった。その人は歩けなかった
から、負ぶってもらって逃げてきた。私が橋を渡ったら、「ワァー」って声がした。
ひょいっと後ろを見たら、その人が流されていなくなっていた。

▮当日の食事

昼に家族の人が、仕事から戻って来るので、食べさせようと思って、朝、ジャガイモの
皮を剥いて、火にかけてゆでていた。当時、ルンペンストーブだったので、その上にか
けていた。そしたら、まだ炊けないうちに地震が来た。一緒に住んでいた妹が、火事で
も出したら困ると思って、ルンペンストーブをかかえて逃げ、近くの川にガァーと投げ
たことを覚えている。

普段の食事は、やっぱり、働いている人はご飯だった。津波の時は、ジャガイモでも茹
でて食べようと思っていた。茹でたジャガイモは何にもつけずに食べたり、バター付け
たりして食べた。当時、バターは手に入った。

普段の朝は、ご飯を炊いて、みそ汁作って、魚焼いて食べたりしていた。

ニシンがとれていた。三月だと春ニシンがとれた。トラックのない時代は、馬に積んで、
奔渡（厚岸町内）の市場に持って行った。重労働だった。保存方法としては、ニシンや
サケなどは、塩蔵だった。床潭周辺は、助宗（スケソウダラ）などをとっていた。魚に
は不自由しなかった。

生活水は、井戸があった。うちの前に井戸があったが風呂の水や馬の水として使ってい
た。飲料水としては、郵便局の近く、西村さんの家の角に井戸があり、そこまで汲みに
行った。水を汲みに行くのは、子供の仕事だった。

▮生業

昭和24年に嫁いできた時には、現在の家周辺は畑地が広がっていた。作物は、じゃがい
もや大根、カボチャなど。自分たちで食べる分は、育てていた。
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＜資料５＞ 昭和27年当時の生活について



▮当日の衣服

和装ではなく、洋服だった。子供を負ぶっているときなどは、その上から角巻をまいた
りしていた。私は、ズボンをはいてセーターを着ていた。当時はズボンもモンペも両方
はいていた。小学校時代は、やっぱりズボンをはいて、セーターを着ていた。

昭和２７年頃は、靴や長靴は普通に履いていた。（津波の時）逃げるときは、ただ、子
供を負ぶって、そのままで逃げた。はだしではなく、靴をはいて、セーターを着て。

▮当時の住宅

家は、二階建ての作りだった。二階に部屋が四つくらいあった。八畳の部屋一つに、あ
と六畳の部屋などがあった。若い従業員を一人雇っていて、その他、お父さん（ご主
人）の弟と妹が同居していた。一階には、私たち夫婦の部屋と、おじいちゃんとおばあ
ちゃんたちの部屋や、台所と居間があった。全部で五つぐらい部屋がある、大きな家
だった。

▮その他

私が嫁いできたときは、西村さんの隣に床屋があった。床屋は、当時この一軒だけだっ
た。

床潭にあった商店は、住吉さん、稲葉さん、高畠さん、宮下さんがあって、その他にも
小松さんがあったと記憶している。町に出なくても、結構買い物には不自由しなかった。

また、家のおじいちゃん（ご主人の父親）が、お酒を飲む人だったので、床潭から町に
向かう途中に茶店みたいなものがあった。床潭沼から上がった山の端っこ辺り。酒でも
なんでも売ってた。昔、うちのじいちゃんは、厚岸から荷物を積んでくると、馬を茶店
の前において飲んでいると、馬がとことこ、自宅まで歩いて帰ってくる。この茶店は越
後茶屋（えちごぢゃや）と言って、昭和３０年代くらいまでやっていたようだ。

お店の大きさはちょっとした家くらいあった。労働者が相手だから、靴はそのまま入る
ようにして、土間みたいだった記憶がある。町から歩いて帰ってくると、その店に寄っ
て何か買って帰ったもんだ。

風呂・便所が近接。
のち、建物と一体に。

１階 ２階

６畳

（仏間） （台所）
土間

8畳 ６畳 ３畳

６畳
６畳

６畳
炉

廊下

玄関口

■当時の高畠宅の間取り
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＜資料６＞ 町報あっけし
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『町報あっけし』第11号（昭和27年３月15日発行）の床潭地区児童・生徒の作文より
（※内容については、旧字体を新字体に変更するなど、一部、読みやすく改変・修正しています）

▌ 「おそろしい日」 床潭小学校六年 中村キヨミ

あの日、３月４日はとても暖かい小春日よりでした。誰があんな大きな恐ろしい地震と
津波が来ると考えていたでしょう。
ちょうど一時間目が終わった10時20分頃突然ぐらぐらと地震がきました。たいしたこと

が無いと思ったその時つづけさまに歩けない程の地震がきたのです。お友達は皆きゃきゃ
と言いながら逃げました。「大丈夫だ」という先生らしい声も聞こえましたが、学校が今
倒れるか、今倒れるかと思って靴もはかずに夢中で飛び出しました。校庭に出てからも、
暫く校舎がゆれてたので私はすっかり、大きな学校がゆれているのを見ました。今考えて
みてもこわくなります。
ようやく地震が終わったので机の上に、そのままにしていた本や帳面を教室に入って片

付けたいと思いましたが何だかまた地震が来るようでとても中に入る気はしませんでした。
男のお友達が皆中に入って、本などをしまっていると、先生がきて「皆校庭に出るよう
に」と言いました。その時またぐらぐらと地震がきました。思わず飛び出そうとした時校
庭にいた友達の誰かが「津波だ」と叫びました。まさかと思って海の方を見ると、村の人
達が皆大声を出して逃げて行きます。私も皆と一緒に山をめがけて、はだしのまま逃げま
した。前を走る人も後を走る人も誰が誰だかわかりません。後を振りかえると、私の家の
脇から大きな発動機船が大きな波に浮かされて「ごう」「ごう」という音とともにものす
ごい速さで来るのが見えました。「はっ」と思った時私は何かにつまづいて駐在所の後で
ころんでしまいました。誰かが私の上を踏んで行ったような気がしましたがすぐ飛び起き
て夢中で山に上がりました。その時はもう息が苦しくて何が何やらわかりませんでした。
その内に友達が皆集まって来ました。先生も来て居られます。その時学校の方を見てびっ
くりしました。今まで立派に建っていた家がもうありません。思わず私の家の方を見ると
屋根が見えます。ほっと安心しました。私の近くにいるお母さん達は皆泣いています。私
もお母さんがとても心配になりました。誰かに聞いてみようと思った時「きよみ」「きよ
み」と呼んだので振りむくとお母さんが来ていました。お母さんも靴をはいていませんで
した。私はどうなるのかと思うととても悲しくなりました。
夕方になってお母さんと家にきてみると外はなんともないが中はめちゃめちゃでした。

障子は破れ、畳はあちこちに流れて布団も着物も食べ物も皆家の隅の方にかたまっていま
す。勉強道具はと思ってお母さんを見ると何も言わずに気の抜けたように立っていました。
その夜は濡れていない毛布等を持って親せきの家に行って山に小屋を建てて寝ました。寒
い寒い夜でした。私はお友達のことを考えてみながら知らず知らずのうちに寝てしまいま
した。
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＜資料７＞ 十勝沖地震の記憶 （床潭地区児童・生徒の作文）



▌ 「地震と津波の思い出」 床潭小学校４年生 菅谷健造

２時間がおわったので、僕は靴下をぬいで、足をあぶっていたら急にガタガタと
音をたてて動く。それは地震であった。その動き方というのはものすごく、僕は目がま
わった。目がまわってはだしになっているのもしらなかった。ようやく終わったから勉
強道具を取りに入った。道具を抱えて外にでていったら家がどうなっているかというこ
とが心配になってきた。走って行って見たら水桶はひっくりかえり棚からは物が落ちて
いるのを見てびっくりした。父さんが「健造、地震が来たら逃げるんだよ」と教えてく
れた。学校のグランドに来て見たら先生が「もうなんともないだろうから中に入ろう」
とおっしゃったその時「津波だ」と誰かが叫んだ。僕はそれっと逃げ出した。見る間に
家は倒れてしまった。僕は途中まで行くと家の父さんや兄さんのことを思い出して今頃
どうしているのかと思っていたら、母さんが火葬場の所に来ていた。皆が走れ走れと言
うので、こわいのを我慢して走った。だけど勉強道具だけは、はなさなかった。海の方
を見たら家が２、３軒倒れたようだった。山の登り口に家の八十七のお婆さんがすわっ
ていたので下りて来て連れて上がった。そして良い所にお婆さんをすわらせた。その隣
りにどこかのおばさんが「あぼ死んでかわいそうだなあ」と言っていた。うちの母さん
は「本当に気の毒だねぇ」と言った。そして、おばさんは「のり子、お前の家はないん
だ、どうするの」と言ったら、久保田ののりちゃんは「くすん、くすん」と泣き出した。
母さんは「なに泣かなくてもいい」と言っていた。ちょっとしてから、しまださんの父
さんが「おばさん、健造、うちのこのむしろの小屋に入って寝れ」と言ってくれたので
僕はうれしくてたまらなかった。

急ごしらえした小屋があちこちにできはじめました。

▌ 「災害に寄せて」 床潭中学校２年 多田武義

３月４日、ちょうど時間は10時25分頃でした。僕らが数学の授業をしていた時、突然
地震がやって来た。
僕の後の磯田君に「地震でないか」と聞いた時はもうすでに大きな地震があった。窓

から飛び降りたが地震はますます大きくなった。僕は家に帰ろうと思って歩いたが、地
面が大きくゆれて少しも歩けませんでした。そのうちに地震も弱まっていったので、先
生方と地震の話をいろいろと話し合っていたら、また地震がやって来た。窓から飛び降
りようと思って窓に上がったら、すでに校庭の近くに津波がやって来ていた。はだしで
逃げては雪があるので、冷たいと思って玄関に長靴を持って出たら、もうすでに家が2、
3軒流されていた。それを見た僕は驚いて走れなかった。住宅の方に向かって走ったのだ
が、波はすでに橋をこえて来た。住宅の方に走れば波にあうと思って、また思いなおし
て皆の方へ逃げた。皆川さんの方へ走っていったが、途中何回転んだかわかりません。
皆川さんの山に上って下を見おろしたら船が２、３艘沼の上に押し流されていた。それ
を見た僕は驚いてその場で少し休んでいたら、皆が「帰る、帰る」と言うので先生の許
しを受けないで家に帰った。家には母や子供達が山に逃げて誰もいなかった。兄さんは
町に出て今帰ったばかりなので、家の様子はまだ知らないようだった。兄さんと僕と二
人で家の中を見たら、あまりのいたましさに涙がこぼれそうになった。家の中には雪が
畳の上に約２尺位も流れ積もっていた。そうこうしている内に日は暮れかかっていた。
我が家は外以上にすごく荒れていて、二目と見られない姿になってしまった。家の中で
寝ることもできず山に小屋を建てて野宿した。その夜は昼の津波のことを話し合って過
ごし、少し休んだが寒くて眠られない。山の下で明け方の静けさを破って元気よく鶏が
鳴き出した。小屋の隙間から空を見たら、東の方が白々と明けかけていた。近くでス
トーブをたいているのか、近くの辺りの小屋から煙がはき出ていた。

今思うとあの時のことがいろいろと思い出され、ぞっとするくらいである。
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